
牛嶋神社祭礼（東京都墨田区）

歴史深き牛に囲まれた神社


地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
大
賞
決
ま
る

パ
ン
フ
部
門
　

愛
媛
県
宇
和
島
市

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
停
止
で
国
に
緊
急
要
請

長
野
県
　

観
光
産
業
へ
の
影
響
懸
念

ス
キ
ー
ヤ
ー
誘
致
へ

鬼
割
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
新潟県

駅
弁
大
将
軍
に「
諏
訪
弁
」

Ｊ
Ｒ
東
の
駅
弁
味
の
陣


医
療
従
事
者
の

リ
フ
ト
券
無
料

ス
マ
イ
ル
リ
ゾ
ー
ト

加
能
ガ
ニ
１
匹
付
く

宿
泊
キ
ャ
ン
ペ
実
施

輪
島
市
観
光
協
会

ナ
イ
ト
イ
ベ
ン
ト

１
月
上
旬
に
実
施

大
洗
水
族
館

動
画
　
部
門
　

青
森
県
弘
前
市

　
東
京
で
初
詣
と
い
う
と
浅

草
寺
が
有
名
な
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
隅
田
川
を
挟
ん
だ

対
岸
に
も
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

る
神
社
が
あ
る
。
牛
嶋
神
社

だ
。
こ
こ
は
本
所
（
墨
田
区

南
部
）
の
総
鎮
守
と
し
て
知

ら
れ
、
古
く
か
ら
地
元
の
人

の
信
仰
が
厚
い
。
特
に
令
和

３
年
は
丑
年
と
い
う
こ
と

で
、
〝
牛
嶋
〟
の
縁
起
に
あ

ず
か
っ
て
多
く
の
人
が
お
正

月
に
参
拝
す
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
で
、
お

正
月
に
盛
り
上
が
る
の
は
も

ち
ろ
ん
な
の
だ
が
、
牛
嶋
神

社
が
最
も
に
ぎ
わ

い
を
見
せ
る
時
期

が
あ
る
。
９
月
の

祭
礼
の
時
だ
。

　
牛
嶋
神
社
の
歴

史
は
古
い
。
貞
観

２
年（
８
６
０
年
）

に
創
建
と
伝
わ

り
、
遣
唐
使
を
経

た
慈
覚
大
師
（
円

仁
）
の
ご
神
託
に

よ
っ
て
創
ら
れ
た
と
い
う
。

ご
祭
神
は
須
佐
之
男
命
（
神

仏
習
合
時
は
牛
頭
天
王
と
同

一
と
さ
れ
た
）
、
と
い
う
と

こ
ろ
か
ら
も
神
秘
や
力
強
さ

を
感
じ
ら
れ
る
神
社
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
独
特
さ

は
境
内
か
ら
も
感
じ
ら
れ

る
。
ま
ず
目
に
入
っ
て
く
る

の
は
牛
で
あ
る
。
な
ん
と
お

出
迎
え
し
て
く
れ
る
の
は
狛

犬
な
ら
ぬ
〝
狛
牛
〟
。
さ
ら

に
撫
牛

な
で
う
し

と
い
う
、
そ
の
名
の

通
り
撫
で
る
と
福
を
も
ら
え

る
牛
の
石
像
ま
で
い
て
、
ま

さ
に
牛
の
ご
利
益
を
い
た
だ

け
る
神
社
だ
。

　
こ
の
境
内
が
盛
り
上
が
り

を
見
せ
る
、
９
月
の
祭
礼
。

お
祭
り
の
日
は
本
所
中
で
お

神
輿

み
こ
し

が
担
が
れ
、
そ
の
掛
け

声
と
お
囃
子

は
や
し

の
音
で
に
ぎ
や

か
に
な
る
。
各
町
会
が
競
い

合
う
よ
う
に
音
を
出
し
、
お

神
輿
を
担
ぐ
様
子
か
ら
は
、

こ
の
上
な
い
活
気
を
感
じ
ら

れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
５

年
に
１
度
の
本
祭
の
時
に

は
、
黒
牛
が
登
場
。
牛
が
引

く
牛
車
を
中
心
と
し
た
古
式

行
列
は
見
も
の
だ
。
さ
ら
に

お
神
輿
が
一
列
に
連
な
り
、

牛
嶋
神
社
へ
と
宮
入
に
進
む

様
子
は
圧
巻
。
そ
の
際
、
女

性
に
よ
る
木
遣
り
の
声
に
包

ま
れ
る
沿
道
は
、
他
に
は
な

い
空
気
を
感
じ
ら
れ
る
だ
ろ

う
。
変
わ
り
種
だ
と
、
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
と
お
神
輿
の

競
演
も
本
所
な
ら
で
は
見
ら

れ
る
美
し
い
場
面
だ
。

　
古
式
豊
か
な
面
も
あ
り
、

ま
た
江
戸
か
ら
続
く
活
気
を

感
じ
ら
れ
る
牛
嶋
神
社
の
祭

礼
。神
社
の
近
く
に
は
、江
戸

の
食
に
舌
鼓
を
打
て
る
お
店

も
多
い
。鰻う

な
ぎ

に
ど
じ
ょ
う
に

蕎
麦

そ

ば

な
ん
か
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。初
詣
や
お
祭
り
に
合
わ

せ
て
、ぜ
ひ
本
所
で
江
戸
の

味
に
浸
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
（
お
祭
り
ト
ラ
ベ
ラ
ー
・


橋
佑
馬
）

　
▽
オ
マ
ツ
リ
ジ
ャ
パ
ン
は

日
本
初
の
祭
り
サ
ポ
ー
ト
専

門
会
社
。omatsurijapan.com

大
祭
で
黒
牛
が
牛

車
を
引
く
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地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
こ
の
ほ
ど
、
優
れ
た
Ｐ
Ｒ
動
画
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
表

彰
す
る「
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
大
賞
」に
つ
い
て
、動
画
部
門
で
青
森
県
弘
前
市
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
部
門
で
愛
媛
県
宇
和
島
市
の
作
品
を
「
大
賞
」
に
選
ん
だ
と
発
表
し

た
。
表
彰
式
は
２
月
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

駅
弁
大
将
軍
に
選
ば
れ
た
諏

訪
弁
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）

　
石
川
県
の
輪
島
市
観
光
協

会
は
２
月
末
ま
で
、
県
産
ズ

ワ
イ
ガ
ニ
「
加
能
ガ
ニ
」
が

丸
ご
と
１
匹
付
く
宿
泊
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
。
宿

泊
客
や
水
産
資
源
の
消
費
を

増
や
す
の
が
狙
い
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
名
は
「
輪

島
マ
ジ
ン
ガ
ー
か
に
王
国
」

＝
写
真
は
ポ
ス
タ
ー
＝
で
、

市
出
身
の
漫
画
家
、
永
井
豪

さ
ん
の
作
品
「
マ
ジ
ン
ガ
ー

Ｚ
」
と
コ
ラ
ボ
し
た
。

　
１
泊
２
食
付
き
１
万
円

（
税
込
み
）
か
ら
で
、
宿
泊

客
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
。
「
市
が
食
材
費
の
一
部

を
補
助
し
て
お
り
、
お
得
に

食
べ
る
こ
と
の
で
き
る
プ
ラ

ン
が
実
現
し
た
」と
同
協
会
。

３
日
前
ま
で
に
予
約
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
客
が
減

少
し
、
か
に
ま
つ
り
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
も
中
止
に
な
っ
て

い
る
。
水
産
資
源
の
需
要
も

低
迷
し
て
お
り
、
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。
打
開
の
た
め
、

カ
ニ
の
産
地
で
あ
る
強
み
を

生
か
す
こ
と
に
し
た
。

　
参
加
施
設
は
新
橋
旅
館
、

民
宿
網
元
漁
火
、民
宿
深
三
、

川
端
旅
館
、
う
る
し
の
宿
や

し
き
、
民
宿
海
辺
、
民
宿
寅

さ
ん
、ペ
ン
シ
ョ
ン
ハ
ト
ヤ
、

ホ
テ
ル
ビ
ュ
ー
サ
ン
セ
ッ

ト
、
輪
島
温
泉
八
汐
。

　
長
野
県
は

月

日
、
政

府
に
よ
る
「
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト

ラ
ベ
ル
事
業
」
の
一
斉
停
止

を
受
け
、
内
閣
府
や
国
土
交

通
省
、
観
光
庁
に
緊
急
要
請

し
た
。
観
光
関
連
産
業
に
与

え
る
影
響
は
計
り
知
れ
な
い

と
し
て
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
の

在
り
方
な
ど
、
次
の
３
点
を

要
請
し
た
。

　
一
、
見
直
し
に
よ
り
、
旅

行
意
欲
の
低
下
な
ど
か
ら
既

存
予
約
の
キ
ャ
ン
セ
ル
を
受

け
た
参
加
事
業
者
に
対
し
、

札
幌
市
、
大
阪
市
、
名
古
屋

市
、
東
京
都
、
広
島
市
以
外

を
発
着
地
と
す
る

月

日

以
前
の
旅
行
も
含
め
て
、
年

末
年
始
と
同
様
に
旅
行
代
金

の

％
に
相
当
す
る
金
額
を

国
が
負
担
す
る
。

　
一
、
上
向
き
に
な
り
つ
つ

あ
っ
た
観
光
消
費
が
一
気
に

冷
え
込
む
恐
れ
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
観
光
・
飲
食
等
観
光

関
連
事
業
者
の
経
営
を
維
持

し
、
そ
の
従
業
員
の
雇
用
を

確
保
す
る
た
め
、
当
面
の
対

策
と
し
て
、
雇
用
調
整
助
成

金
の
特
例
措
置
を
３
月
以
降

も
継
続
す
る
と
と
も
に
、
持

続
化
給
付
金
と
同
様
の
使
途

を
限
定
し
な
い
手
厚
い
支
援

策
を
講
ず
る
よ
う
所
管
大
臣

と
協
議
す
る
こ
と
。

　
一
、
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ

ル
事
業
に
つ
い
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

が
収
束
し
た
時
は
、
旅
客
利

用
が
回
復
す
る
よ
う
観
光
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
再
開

す
る
な
ど
、
手
厚
い
観
光
支

援
策
を
講
じ
る
こ
と
。

　
政
府
は

日
、

日
か
ら

１
月

日
の
「
成
人
の
日
」

ま
で
の
間
、
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト

ラ
ベ
ル
事
業
を
全
国
一
斉
に

運
用
を
停
止
す
る
こ
と
を
決

め
た
。
感
染
拡
大
に
歯
止
め

が
か
か
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

地
域
を
限
定
し
た
対
応
か
ら

方
針
を
転
換
し
た
格
好
だ
。

　
新
潟
県
は
、
ウ
イ
ン
タ
ー

シ
ー
ズ
ン
本
番
を
迎
え
「
に

い
が
た
ス
キ
ー
Ｏ
Ｎ
Ｉ
割
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
開
始
し
た

＝
写
真
は
チ
ラ
シ
。

の
ス

キ
ー
場
（

日
現
在
）
で
リ

フ
ト
券
な
ど
が
安
く
な
る
。


月

日
か
ら
専
用
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
販
売
を
始
め
た
。

　
Ｏ
Ｎ
Ｉ
は
「
お
得
な
　
に

い
が
た
」
を
意
味
す
る
。

「
鬼
の
よ
う
な
割
引
で
、
鬼

の
よ
う
に
滑
っ
て
も
ら
う
」

と
観
光
企
画
課
。
販
売
、
利

用
期
間
は
２
月

日
ま
で
。h

ttps://niigata-oniwari.jp/

で

購
入
で
き
る
。

　
ス
キ
ー
場
に
よ
っ
て
異
な

る
が
、
リ
フ
ト
券
は
最
大
３

５
０
０
円
割
り
引
く
。
１
人

１
回
あ
た
り
１
枚
、
２
回
ま

で
購
入
可
能
。
１
月

～


日
の
期
間
は
県
内
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト
で
も
購
入
で
き

る
。
ま
た
、
レ
ン
タ
ル
用
品

と
雪
遊
び
体
験
は
最
大
５
５

０
０
円
割
り
引
く
。
い
ず
れ

も
１
人
１
回
あ
た
り
４
枚
購

入
ま
で
可
能
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
１

月
６
日
ま
で
は
感
染
拡
大
地

域
か
ら
の
来
訪
は
控
え
る
よ

う
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
☎
０
５
７

０
（
０
０
）
２
２
８
７
。

　
ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
茨
城
県

大
洗
水
族
館
（
茨
城
県
大
洗

町
）
は
１
月
２
、
３
、
９
、


日
、
各
夜
限
定
５
０
０
人

の
イ
ベ
ン
ト
「
ナ
イ
ト
・
ア

ク
ア
ワ
ー
ル
ド
」
を
開
催
す

る
。

　
光
と
音
の
演
出
に
よ
る

「
オ
ー
シ
ャ
ン
ナ
イ
ト
ラ
イ

ブ
」
や
ク
ラ
ゲ
大
水
槽
「
く

ら
げ
３
６
５
」
な
ど
、
日
中

と
は
違
っ
た
ナ
イ
ト
エ
ン
タ

ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
で
楽
し
ん

で
も
ら
う
。

　
時
間
は
午
後
６
～
８
時
。

入
館
料
は
税
込
み
で
大
人
２

千
円
、小
中
学
生
９
０
０
円
、

幼
児
３
０
０
円
。
ａ
ｓ
ｏ
ｖ

ｉ
ｅ
ｗ
！
ウ
ェ
ブ
チ
ケ
ッ
ト

で
の
販
売
と
な
る
。

　
弘
前
市
の
作
品
は
、
市
首

都
圏
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委

員
会
が
制
作
し
た
Ｐ
Ｒ
動
画

「
１
０
１
回
目
へ
の
弘
前
公

園
の
桜
（
２
０
２
０
）
」
。

弘
前
公
園
の
桜
と
、
そ
の
桜

を
守
る
樹
木
医
「
チ
ー
ム
桜

守
」
を
は
じ
め
と
し
た
作
業

員
の
姿
を
追
い
か
け
た
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像
作
品
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
防
止
の
た
め
、
記
念
す

べ
き
１
０
０
回
目
の
「
弘
前

さ
く
ら
ま
つ
り
」
は
中
止
と

な
り
、園
内
も
閉
鎖
さ
れ
た
。

そ
ん
な
中
、
咲
き
誇
る
桜
や

桜
吹
雪
を
捉
え
、
作
業
員
の

姿
を
描
き
な
が
ら
、
「
散
っ

た
そ
の
瞬
間
か
ら
ま
た
咲
く

準
備
を
始
め
る
桜
の
よ
う

に
、
こ
の
難
局
を
共
に
乗
り

越
え
、
来
春
の
１
０
１
回
目

の
桜
を
皆
さ
ん
と
迎
え
た

い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

込
め
た
。

　
審
査
員
か
ら
は
「
コ
ロ
ナ

禍
に
翻
弄

ほ
ん
ろ
う

さ
れ
た

年
だ
か

ら
こ
そ
生
ま
れ
た
映
像
。
心

を
込
め
て
桜
を
支
え
る
人
た

ち
の
や
さ
し
さ
が
美
し
い
映

像
と
と
も
に
届
い
た
」
「
今

を
生
き
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
長

尺
な
の
に
一
度
も
目
が
離
せ

な
か
っ
た
」
と
絶
賛
の
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　
同
実
行
委
員
会
は
「
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
、
市
民
を
は

じ
め
県
内
外
の
方
々
へ
映
像

を
通
し
て
弘
前
公
園
の
桜
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

制
作
し
た
」
と
コ
メ
ン
ト
し

て
い
る
。

　
優
秀
賞
は
佐
賀
県
小
城
市

の「
小
城
の
お
と
」が
受
賞
。

市
の
産
品
や
風
景
の
音
に
着

目
し
、
音
を
主
役
に
し
た
自

律
感
覚
絶
頂
反
応
（
Ａ
Ｓ
Ｍ

Ｒ
）
動
画
で
、
そ
の
発
想
が

評
価
さ
れ
た
。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
大
賞
の
宇

和
島
市
の
作
品
は
「
宇
和
島

本
」
。
ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
重
視

し
つ
つ
、
「
宇
和
島
で
や
り

た
い

の
こ
と
」
と
テ
ー
マ

を
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
情

報
を
深
掘
り
し
、
し
っ
か
り

と
し
た
読
み
物
に
し
た
。
誘

客
促
進
だ
け
で
な
く
、
市
民

も
意
識
し
た
と
い
う
。

　
書
店
で
販
売
さ
れ
て
い
る

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
見
間
違
え

る
ほ
ど
の
完
成
度
の
高
さ

で
、
審
査
会
満
場
一
致
で
大

賞
に
決
ま
っ
た
。

　
市
商
工
観
光
課
は
「
光
栄

な
賞
を
い
た
だ
い
た
」
と
し

た
上
で
、
「
（
市
民
に
）
自

分
の
町
を
自
慢
で
き
る
ツ
ー

ル
と
し
て
使
っ
て
も
ら
え
れ

ば
」
と
コ
メ
ン
ト
。

　
優
秀
賞
は
香
川
県
小
豆
島

町
の
「
町
勢
要
覧
『
わ
た
し

は
、
小
豆
島
。
』
」
に
。
ま

ち
の
名
刺
と
し
て
活
用
で
き

る
冊
子
を
目
指
し
て
作
成
し

た
が
、
審
査
員
か
ら
は
「
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
も

十
分
役
に
立
つ
１
冊
」
と
評

価
さ
れ
た
。

　
旅
の
お
供
と
し
て
欠
か
せ

な
い
の
が
駅
弁
。
Ｊ
Ｒ
東
日

本
に
よ
る
と
、
駅
弁
頂
上
決

戦「
駅
弁
味
の
陣
２
０
２
０
」

で
、
評
価
が
最
も
高
か
っ
た

駅
弁
大
将
軍
に
長
野
県
の

「
諏
訪
弁
　
ほ
い
じ
ゃ
ね

ェ
」
（
れ
す
と
ら
ん
割
烹
い

ず
み
屋
、
税
込
み
１
０
８
０

円
）
が
選
ば
れ
た
。

　
大
将
軍
は
、
は
が
き
と
シ

リ
ア
ル
ナ
ン
バ
ー
か
ら
の
ウ

ェ
ブ
投
票
の
う
ち
、
総
合
評

価
（
購
入
し
た
駅
弁
の
味
、

盛
り
付
け
、
掛
け
紙
の
３
項

目
を
４
段
階
で
評
価
し
、
そ

の
平
均
値
に
駅
弁
ご
と
の
投

票
数
を
加
味
し
算
出
し
た

値
）
が
最
も
高
か
っ
た
駅
弁

に
贈
ら
れ
る
。

　
い
ず
み
屋
は
「
諏
訪
地
域

の
観
光
を
味
で
盛
り
上
げ
よ

う
と
、
諏
訪
を
中
心
と
し
た

県
産
食
材
に
こ
だ
わ
り
、
有

志
が
集
ま
っ
て
企
画
開
発
し

た
。
受
賞
は
諏
訪
の
名
産
と

信
州
の
食
文
化
の
た
ま
も

の
」
と
喜
び
の
コ
メ
ン
ト
。

　
投
票
者
か
ら
は
「
見
た
目

も
彩
り
も
よ
く
、
諏
訪
地
域

を
表
現
し
て
、
し
か
も
お
い

し
か
っ
た
」
「
諏
訪
の
美
し

い
も
の
、名
物
が
い
っ
ぱ
い
。

野
沢
菜
入
り
ギ
ョ
ー
ザ
は
お

試
し
の
価
値
あ
り
」
な
ど
の

声
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
「
き
ざ
み
岩

下
の
新
生
姜

し
ょ
う
が

　
き
ぶ
な
カ
レ

ー
　
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ー
フ
ー

ド
」
（
松
廼
家
、
同
９
０
０

円
）
が
駅
弁
副
将
軍
を
受
賞

す
る
な
ど
、
計

駅
弁
が
選

ば
れ
た
。

　
駅
弁
味
の
陣
は
、
秋
の
行

楽
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
、
鉄

道
の
旅
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
駅
弁
の
魅
力
を
発
信

し
、
観
光
創
造
や
地
域
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
し
て
い
る
。
２
０
２
０
年

で
９
回
目
と
な
る
。

　
越
後
中
里
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー

ト
な
ど
を
運
営
す
る
ス
マ
イ

ル
リ
ゾ
ー
ト
（
新
潟
県
湯
沢

町
）
は

月

日
、
コ
ロ
ナ

禍
で
奮
闘
す
る
医
療
従
事
者

の
リ
フ
ト
１
日
券
を
無
料
に

す
る
「
医
療
従
事
者
応
援
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
す
る

と
発
表
し
た
。
無
料
に
な
る

の
は
越
後
中
里
の
ほ
か
、
舞

子
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
、
ム
イ

カ
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
、
キ
ュ

ー
ピ
ッ
ト
バ
レ
イ
、
ニ
ノ
ッ

ク
ス
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
の
、
県

内
五
つ
の
ス
キ
ー
場
。

　
対
象
は
厚
生
労
働
省
の
定

め
る
医
療
関
係
従
事
者
か
病

院
・
診
療
所
勤
務
者
。
各
ス

キ
ー
場
の
リ
フ
ト
券
売
り
場

で
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明

書（
免
許
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な

ど
）
に
合
わ
せ
て
、
資
格
証

や
免
状
の
コ
ピ
ー
、
社
員
証

な
ど
を
提
示
す
れ
ば
、
当
日

有
効
の
リ
フ
ト
１
日
券
を
も

ら
え
る
。
２
０
２
０
―

シ

ー
ズ
ン
中
は
何
度
で
も
利
用

で
き
る
。

　
同
社
は
、
「
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
医
療
従
事
者
の
貢
献

に
感
謝
す
る
意
味
を
込
め
て

無
料
と
し
た
」
と
話
し
て
い

る
。




